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本
共
産
党
府
中
市
議
団

　
令
和
４
年
度
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
と
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
は
、
異
次
元
の
金
融
緩
和
と
合
わ

さ
り
、
歴
史
的
な
物
価
高
騰
を
引
き

起
こ
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
政
府
は
、

従
来
の
新
自
由
主
義
を
踏
襲
し
、
上

が
ら
な
い
賃
金
、
不
安
定
な
非
正
規

雇
用
、
教
育
費
の
重
い
負
担
、
目
減

り
す
る
年
金
と
社
会
保
障
費
の
削
減

を
転
換
す
る
こ
と
は
な
く
、
経
済
対

策
も
家
計
や
な
り
わ
い
の
苦
境
を
救

う
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
市
税

収
入
に
緩
や
か
な
回
復
傾
向
が
見
ら

れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
物
価

高
騰
が
影
響
し
、
市
民
や
事
業
者
、

と
り
わ
け
所
得
の
少
な
い
世
帯
に
厳

し
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
つ
い
て
、
生
活
困
窮
に
対
す
る
市

独
自
支
援
の
視
点
が
不
十
分
な
ま
ま

で
あ
り
、
中
小
事
業
者
支
援
に
つ
い

て
も
、
事
業
者
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

引
き
続
き
の
支
援
と
、
幅
広
い
周
知

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
大
学
生
や
専

門
学
生
な
ど
の
生
活
苦
も
深
刻
に
な

っ
て
お
り
、
学
び
の
環
境
を
保
障
す

る
た
め
の
支
援
、
奨
学
金
制
度
の
拡

充
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
騰
に
よ
り
厳

し
い
状
態
が
続
く
市
民
の
暮
ら
し
等

を
、
基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
が
、
い

か
に
助
け
、
守
る
か
と
い
う
問
題
意

識
の
問
わ
れ
る
課
題
は
山
積
し
て
い

る
。
三
多
摩
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
財
政

力
を
生
か
し
、
一
人
ひ
と
り
の
市
民

に
対
す
る
誠
実
な
行
政
運
営
と
市
民

生
活
最
優
先
の
市
政
へ
の
転
換
を
求

め
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

府
中
市
議
会
市
政
会

　
令
和
４
年
度
、
市
政
運
営
に
お
い

て
は
「
地
域
で
つ
な
が
る
」「
未
来

へ
育
む
」「
活
力
を
創
る
」
を
テ
ー

マ
に
様
々
な
施
策
が
進
め
ら
れ
た
。

　
「
地
域
で
つ
な
が
る
」
で
は
地
域

福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
る
体
系
を

構
築
す
る
な
ど
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支

援
体
制
の
向
上
を
図
っ
た
。
ま
た
、

安
全
に
関
わ
る
施
策
と
し
て
水
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
全
戸
に
配

布
し
た
ほ
か
、
避
難
所
の
受
入
れ
状

況
の
可
視
化
な
ど
、
一
層
わ
か
り
や

す
い
避
難
情
報
の
提
供
に
努
め
た
。

　
「
未
来
へ
育
む
」
で
は
子
ど
も
食

堂
実
施
団
体
へ
の
補
助
対
象
経
費
を

充
実
さ
せ
た
ほ
か
、
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
や
市
の
計

画
に
基
づ
く
学
校
施
設
の
改
築
を
進

め
た
。
環
境
資
源
循
環
に
関
す
る
施

策
で
は
エ
コ
ハ
ウ
ス
設
置
に
係
る
補

助
金
を
充
実
さ
せ
た
。

　
「
活
力
を
創
る
」
で
は
ラ
グ
ビ
ー

を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た

ほ
か
、
分
倍
河
原
駅
周
辺
整
備
事
業

の
推
進
な
ど
、
今
後
の
府
中
の
基
盤

に
つ
な
が
る
事
業
が
進
め
ら
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策

に
関
す
る
施
策
で
は
、
感
染
拡
大
防

止
策
の
ほ
か
、
市
内
業
者
の
販
路
開

拓
の
取
組
に
対
す
る
補
助
な
ど
商
工

業
に
関
す
る
事
業
も
行
わ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
が
、
４
年
度
に
始

動
し
た
第
７
次
府
中
市
総
合
計
画
の

新
た
な
都
市
像
で
あ
る
「
き
ず
な
を

紡つ
む

ぎ
　
未
来
を
拓ひ

ら

く
　
心
ゆ
た
か
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
　
府
中
」
の
実
現
に

資
す
る
も
の
と
評
価
し
、
本
決
算
に

賛
成
す
る
。

歳　　入

歳　　出

委
員
　
令
和
４
年
度
決
算
に

お
け
る
法
人
市
民
税
は
、
前

年
度
と
比
較
す
る
と
約
18
億

３
９
０
０
万
円
、
４
割
以
上

の
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
要
因
は
。

　
ま
た
、
要
因
の
中
に
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
は
ど
の
程
度
あ

っ
た
の
か
。

市
民
税
課
長
補
佐
　
本
市
に

は
数
億
円
以
上
の
高
額
納
税
の
実
績
が
あ
る

法
人
が
２
社
あ
る
。
世
界
的
な
半
導
体
不
足

に
よ
り
、
製
造
業
の
法
人
に
お
い
て
半
導
体

の
製
造
装
置
の
需
要
が
好
調
で
あ
っ
た
こ
と
、

金
融
機
関
で
金
銭
の
信
託
運
用
益
が
増
加
し

た
こ
と
が
主
な
増
額
の
要
因
で
あ
り
、
こ
れ

ら
２
つ
の
法
人
合
わ
せ
て
14
億
３
５
０
０
万

円
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

財
政
課
長
補
佐
　
コ
ロ
ナ
禍
は
法
人
市
民
税

収
入
に
影
響
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
増
収
の
要

因
は
、
一
部
特
定
法
人
の
業
績
に
よ
る
も
の

で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

▲ＰＦＩ（官民連携）事業で円滑な運営に努めます

（
２
・
３
面
）

令
和
４
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
審
査
状
況
か
ら
、

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委
員
　
支
援
対
象
児
童
等
見
守
り

強
化
事
業
の
令
和
４
年
度
の
実
績

は
、
56
世
帯
、
訪
問
回
数
１
１
４

４
回
と
聞
く
が
、
対
象
者
の
実
績

値
や
事
業
の
効
果
は
。

子
ど
も
家
庭
支
援
課
長
補
佐
　
４

年
度
の
対
象
者
は
１
１
６
名
で
、

３
年
度
か
ら
93
名
増
加
し
て
い
る
。

効
果
と
し
て
は
、
不
登
校
の
た
め

限
ら
れ
た
人
と
し
か
接
点
が
な
か

っ
た
子
ど
も
が
、
訪
問
員
と
会
う

機
会
を
望
む
よ
う
に
な
り
、
外
部

の
大
人
と
話
す
機
会
が
で
き
た
、

あ
る
い
は
食
料
品
を
配
布
す
る
と

い
う
事
業
の
特
徴
か
ら
、
支
援
が

難
し
か
っ
た
家
庭
と
も
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
た
と
い
う
現
場
の
声

を
聞
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

児
童
虐
待
防
止
に
関
わ
る
各
施
策

の
中
で
も
欠
か
せ
な
い
事
業
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

委
員
　
た
ば
こ
税
な
ど
市
民
税
以
外
で
増
加

し
て
い
る
税
収
と
そ
の
詳
細
は
。

市
民
税
課
長
補
佐
　
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

は
、
四
輪
車
の
登
録
台
数
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
前
年
度
と
の
比
較
で
種
別
割
で
は
７
３

８
万
７
０
０
０
円
、
３
・
８
％
の
増
、
環
境

性
能
割
で
は
３
８
４
万
８
０
０
０
円
、
34
・

４
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。
た
ば
こ
税
に
つ

い
て
は
、
前
年
度
と
の
比
較
で
６
１
７
５
万

５
０
０
０
円
、
４
・
５
％
の
増
と
な
っ
て
お

り
、
令
和
４
年
10
月
の
加
熱
式
た
ば
こ
の
税

率
引
上
げ
が
影
響
し
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

ま
た
、
売
上
げ
の
本
数
は
２
億
２
０
３
３
万

８
２
５
２
本
で
、
前
年
比
で
約
０
・
６
％
の

増
で
あ
る
。
こ
の
要
因
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
出

勤
調
整
等
が
な
く
な
り
、
出
勤
し
て
本
市
で

た
ば
こ
を
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め

で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。

委
員
　
小
・
中
学

校
で
は
、
令
和
４

年
度
か
ら
保
護
者

と
学
校
と
の
新
た

な
連
絡
体
制
と
し

て
、
ス
マ
ー
ト
連

絡
帳
が
導
入
さ
れ

た
が
、
そ
の
効
果

等
を
聞
き
た
い
。

指
導
室
長
補
佐
　

欠
席
の
連
絡
や
学
校
か
ら
の
お
便

り
の
配
布
な
ど
に
つ
い
て
、
デ
ジ

タ
ル
化
し
た
ス
マ
ー
ト
連
絡
帳
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
護
者

の
利
便
性
の
向
上
や
教
員
の
負
担

軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
と
捉

え
て
い
る
。
ま
た
、
登
録
率
は
、

小
学
校
で
99
％
、
中
学
校
で
は
96

％
の
保
護
者
が
登
録
し
て
お
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
非
常
に
効
果

的
で
あ
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。
な

お
、
５
年
４
月
か
ら
は
、
学
校
以

外
の
地
域
の
関
係
団
体
等
へ
の
報

告
も
可
能
な
よ
う
に
機
能
の
拡
張

を
し
て
い
る
。

委
員
　
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
制
度
利
用
助

成
事
業
の
概
要
は
。

ま
た
、
令
和
４
年

度
の
実
績
が
１
件

に
と
ど
ま
っ
た
理

由
は
。

住
宅
課
長
補
佐
　

当
該
事
業
は
、
公

益
財
団
法
人
東
京
都
防
災
・
建
築

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し

て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
制
度
を
利
用
し
た
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
組
合
等
に
対
し
、
そ
の

利
用
料
の
全
額
を
助
成
す
る
事
業

で
あ
る
。

　
実
績
が
１
件
の
理
由
と
し
て
は
、

新
規
事
業
で
認
知
度
が
高
く
な
い

と
推
測
さ
れ
る
こ
と
や
、
管
理
組

合
に
お
い
て
、
本
制
度
を
利
用
す

る
こ
と
に
つ
い
て
役
員
間
の
調
整

等
に
時
間
が
か
か
り
、
利
用
に
至

ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
及
び
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
基
幹
業
務

は
市
が
実
施
す
る
方
式
が
府
中
モ

デ
ル
と
し
て
大
変
高
い
評
価
を
得

た
こ
と
か
ら
、
第
２
期
も
引
き
続

き
同
様
の
形
態
で
実
施
し
て
い
く
。

決
算
特
別
委
員
会中

央

図

書

館

第
１
期
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
成
果
は

支
援
対
象
児
童
等
見
守
り
強
化
事
業

実

績

や

事

業

の

効

果

は

市

民

税

以

外

で

増
加
し
て
い
る
税
収
と
そ
の
詳
細
は

スマート連 絡 帳

導入による効果等は

法 人 市 民 税

増収となった要因は

委
員
　
中
央
図
書
館
で
は
令
和
４

年
１０
月
か
ら
第
２
期
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
ま

で
の
第
１
期
事
業
の
成
果
は
。

図
書
館
長
補
佐
　
平
成
19
年
か
ら

令
和
４
年
９
月
ま
で
の
15
年
間
を

第
１
期
と
し
て
実
施
し
て
き
た
が
、

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
も
な
く
施

設
の
運
営
等
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
図
書
館
協
議
会
で
今

後
の
運
営
の
在
り
方
に
つ
い
て
点

検
等
を
し
た
際
に
は
、
カ
ウ
ン
タ

ー
業
務
や
図
書
の
貸
出
・
返
却
業

務
は
事
業
者
が
行
い
、
図
書
の
選

書
、
登
録
手
続
等
、
児
童
青
少
年

マンション管理アドバイザー制度

利 用 助 成 事 業 の 概 要 は


